
 

 令和６年３月７日 

 

令和６年度 学校運営協議会実施報告書 

 

協議会名 第 6回 大田区立池上小学校 学校運営協議会 

日時 令７年２月２６日（水曜） 16時 00分～17時 00分 

場所 大田区立池上小学校 図書室 

出
席
者 

委員 【地域】吉澤委員 小林委員 尾形委員 望月委員 佐瀬委員 佐藤委員 森口委員 

吉川委員  

【学校】平林校長 【事務局】吉野副校長  

委員 

以外 
 

議題 

１ 校長あいさつ ２ 会長あいさつ 

３ 協議・報告 

（１） 報告 自己評価報告書           校長 

（２） 報告 学校評価アンケートのまとめ     校長 

（３） 報告 令和７年度の教育課程        校長 

（４） 報告 おおた未来づくりの進捗状況     校長、佐瀬、佐藤 

（５） 報告 こどもの見守りについて       吉澤 

（６） 報告 池上っ子応援団活動報告       前川 

（７） 協議 こどもポスターについて（保護者版） 

協議内容 

要旨 

協

議

結

果 

〇独自教科「おおたの未来づくり」の報告に対してのご意見をいただいた。 

〇池上っ子応援団の報告があり、承認した。 

〇見守り活動の方向性についての報告があった。 

〇子どもポスターの内容を熟議した 

 

意

見

概

要 

【見守りについて】 

（吉澤）CSとして、子供たちの見守り活動として提案していく。CS発信で見守

りストラップを作成し、表紙には、「うさいけ」をデザインし、裏面には警察、

消防、学校の連絡先を記載する。見守り活動をするのは５町会（堤方西、堤方

南、堤方北、池上本町、池上徳持北）。活動の同意はいただいている。町会の方

に散歩等の外出時にストラップをかけていただき、防犯対策に取り組んでい

く。400作成、費用は 35000円、来年度大田区に補助金を申請。 

【おおた独自教科「おおたの未来づくり」の報告】平林校長より 

（佐瀬）呑川の会として今回の活動に参加。ある程度小学生向けにパッケージ

を作り、取り組んでいく土台を作っていく必要性を感じた。マンパワーの問題、

地域から依頼があり、課題を一緒に解決していく形になっているが、子供たち



 

が、地域の子どもとして課題意識をもって取り組む形にしてのほうが自然であ

る。 

（佐藤）子どもたちの開発・プレゼン力はかなりついたと考える。商品開発に

向けてのプロセス、自分事として取り組んでいるのが保護者の視点からも感じ

られた。今回のパートナーガ池上小学区でなかったことがあり、早朝に子供が

買いに行ったりするなど、疑問は残った。地元の商店街等で実施できる形が自

然である。 

（平林）今回の「ホットドックソースの開発」は、教育委員会からいただいた

話ということもあり、取り組んだ。来年度に向けて、CSの方々にもお知恵をい

ただき、商店等とつないでいただきたい。 

【こどもポスター策定に向けて】平林 

（平林）保護者・地域の取組のキーワードを考えていきたい。 

（各委員より） 

・早寝早起き朝ごはん 

・元気に挨拶かわしましょう 

・地域は仲間 人と人とのつながりを大事にしましょう。 

協議資料 

資料１ 学校評価アンケートのまとめ 

資料２ 来年度の行事予定 

資料３ 池上小 未来☆研究だより 

資料４ 「おおたの未来づくり科」 学習指導案（５・６年） 

資料５ こどもの見守りについて  

資料６ 大田区立学校こどもポスター策定要項 

資料７ 卒業式のご案内 

        入学式のご案内 

備考 
欠席：小泉委員 倉野委員 八代委員 林委員 細野委員 

 
 


